




A STUDY ON ADOPTION AND FOSTERFAMILY CARE 






















*山本正憲:“養子と里子"，神戸法学. 2巻. 1 ~予があるのみである。
( 45 ) 



























































































































































































































































前提的試験期間(~O) として， 里親制度を利用しているという ζ とであって，右の意味lζ於て里親制度



















































































































































































なるのは， 児童福祉法第 2条の趣旨に則り ， 制度の迎営を組織的ならしめるためと考え1~J るので， 乙
の場合』ζ財産的な契約関係の如く，対立当事者聞に於ける債権債務の関係をもって委託契約を律する
ζ とは，委託契約の実質的効果を見誤るものであるし，人間関係にみ;質的な児童養育の事実を，平函











































































































と考えられる (19)0 而して， もし里親があくまで右の様に親権者に代って子の事実的養育を司る， と
いう地位にせんじなければならないζとが確定される ζ とになるならば，里親制度の目的から考え
て，到底その飛躍的発展は望み得べくもないことを覚悟しなければならないであろう。
( 60 ) 
右周: 養子制度と里親:t~J~ -183-
次 lζ第二の疑問は， 児章謎育という実質而から検~Jしてみても ， 児童保謎の充全の遂行は， 現に児
童を自己の支配圏内 IL:留め泣き，乙れと起|以寝食をj~lL:している者にして初めて可能なことは自明の
理であって{官。九 日々 児童が如何様な生活を過し， 如何様な希望を抱き社会に対して如何様lζ観念し






























































































































































































































(14) “Reporl of The Care of Children Commilee"， 1946. pp. 178ー 180い・SocialWork Year Bookヘ
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養子法 TheAdoption of Children Acl以来. 全ての養子決定の必要条件としている。
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